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公開保育へのとりくみと保育者の成長

成　田　朋　子　

Ⅰ　はじめに
　就学前教育への関心の高まりは世界的な傾向で
あるが、我が国では、質のよい保育・幼児教育の
実現を掲げてここ数年来検討されてきた子ども・
子育て支援新制度が2015（平成27）年 4月に本格施
行が予定され、市町村には、地方版子ども・子育
て会議の意見を聞きながら子ども・子育て支援事
業計画を策定し実施することが求められている。
　これに先立って2008（平成20）年には保育所保育
指針が改定されているが、改定について述べられ
る際には、子どもを取り巻く状況の変化から「保
育所の役割が深化拡大した。」と述べられ、保育
者への期待が増大したと解説された⑴。その後保
育所の役割はますます増大し、保育者への期待は
さらに強まっているといえよう。このような状況
の中で、子どもの最善の利益のためには常に保育
の質の向上が目指されなくてはならず、各市町村、
各園では保育の質の向上に資する研修のあり方に
ついて模索しながら、様々な保育者研修が行われ
ているのが現状である。
　筆者は保育者養成校教員として以前より保育者
の研修について関心を寄せていたが、2013年度、
K市の研修助言者として研修に参画する機会を得
た。保育者の研修については保育士会なども保育
研究や公開保育を義務付けて保育者の資質向上を
目指してきたところであるが、今回参画したK市
研修の経験をもとに、研修のあり方について、さ
らには養成校教員が研修に参画する意義について
考察したいと思う。

Ⅱ　これまでに関わった研修についての研究
　まず筆者自身がこれまでに関わった研修につい
ての研究を跡付けることとする。
⑴　民秋言　2007　『効果的な研修システムの開
発を目的とした保育所における職場内研修に関
する調査研究』　こども未来財団平成18年度児
童関連サービス調査研究等事業報告書⑵

　保育所が質的にも量的にも増大した役割期待に

応えるためには、社会の動きや保育ニーズの的確
な認識と保育体制・組織の充実が必要であり、園
長・主任のリーダーシップはもとより、保育者一
人一人の質の確かさが欠かせない, 保育士一人一
人が資質を向上させ、適切な専門性を習得してい
くためには、自己研鑽はもちろん園内・外の研修
に参加することも大切であり、とりわけ園内研修
の充実が不可欠である，との認識に立って文献調
査、アンケート調査、実地訪問調査を行った。
　保育士の研修について現時点では、公立私立と
も厚生労働省や地方自治体において一律にプログ
ラム化された研修はなく、実際には全国社会福祉
協議会や日本保育協会、全国私立保育園連盟など
の各保育団体・組織による各種の研修会が実施さ
れている現状，公立保育所においては、職場を離
れての研修であるOff-JTは時間、経費、人材など
でさまざまな困難を伴うことから各市町村レベル
の保育研修会が開催されることが多いという現状
を踏まえ、一方的な知識や技能の伝達だけではな
く、保育者自らが知識や技能の創造者となれるよ
うな活動を重視することが不可欠であること、ま
た、研修の日常性や実践性、具体性、継続性、同
僚性等を特徴とする職場内研修をいかに有効に、
効果的に行うかが大きな課題となることを整理
し、職場内研修を実施していく上で、「理念・方
針を共有すること」の他、「相互援助と学びの文
化をつくること」「PDCAのサイクルをつくるこ
と」を提案した。
　さらに、実施していくうえで重要なことは①職
員一人ひとりの意欲を高め、主体性を尊重するこ
と、②職員同士の連携を密にすること、③日々の
実践に生かすこと　を示唆した。各保育士が日常
業務に生かすことのできない研修を受けること
は、研修を受けることで日常業務を改善すること
ができないばかりでなく、そのために研修に主体
的に参加しようとする職員の動機づけを弱めるこ
とになりかねないからである。
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⑵　成田朋子・河野利津子　2008　保育園におけ
る職場内・外研修に関する考察―園へのヒアリ
ング調査を中心に―　比治山大学短期大学部紀
要⑶

　上記⑴により、職場内研修がどのように行われ
ているのか、そのアウトラインを知ることができ、
保育所において職場内研修を行うことの意義につ
いて考察することができた。しかし、上記⑴での
実地調査、レクチャーは、どちらかといえば職場
内研修が積極的に行われているモデル的な保育所
のものであり、筆者らの在住地の、より身近な保
育所での実態を把握し、保育の質の向上のための
職場内研修、職場外研修のあり方について考える
手がかりを得たいと考え、中部地方 2園、中国地
方 2園、計 4か園に対してヒアリング調査を行う
ことにした。
　SD園では、園長が、保育者に考える力と実践
力をつけることが必要であると考え、会議の運営
の仕方、職場内研修のやり方を工夫した。職場外
研修は基本的教科書にあたる部分であり、園内研
修はその応用問題として、保育実践の中にどう活
かすかを考えるために行うものであるとの位置付
けをし、職場内研修を理論学習と実践学習で構成
し、実践学習は環境劇に取り組んだ。また、職員
会議では各年齢ごとの事例報告の後全員で意見を
出し合うクロスディスカッションを導入した。以
上の取り組みにより、保育者には一人一人の子ど
もに、また他クラスの子どもにも注意を向ける姿
勢や、何よりも考える力がついてきたとのことで
ある。
　SI園では「育児は育自」をモットーに、遠方で
開催される研修であっても職場外研修に積極的に
参加する他、園内研修としては、全職員が 1年間
テーマごとにグループに分かれて取り組み、毎年
保育実践記録集を出している。また第三者評価受
審を利用し自己評価を行っている。園長は、この
ような研修に対する姿勢により、年々実践集の内
容が一人ひとりの子どもに目を向けたものになっ
てきていると感じているとのことであった。
　Y園では、全職員に公平にバランスよく研修機
会が提供されるよう配慮し、職員研修計画表を作
成し、全職員を職場外研修に積極的に参加させて
いた。職場内研修は、毎月 1回保育終了後の時間

帯に、正規職員、パート職員、非常勤職員全員が
参加して、講師を招聘しての講義、それを踏まえ
てのロールプレイや実技、小グループでのディス
カッションおよび発表の形態等で行われている。
　W園では、さまざまな保育の知識を知り得たと
しても、目の前の一人一人の子どもにどう活かす
かが専門職としての保育士の課題であると考え、
新規採用職員の教育に力を入れている。年間の行
事や園外研修の学びに合わせて、必要に応じて実
施できるのが園内研修の良さであることから、行
事や園外研修を新規採用の職員研修に有効活用し
ている。そして園内研修の際には、職員一人一人
の欠点は探さないこと、働く意欲を持たせ元気に
保育できるような働きかけをすることが心がけら
れている。
　以上 4園のヒアリングにおいて、与えられた勤
務時間内に、職場外研修と職場内研修を縦横に有
効的に組み込み、さまざまな試みを導入すること
によって、保育者の資質を向上させ、専門性を高
めるために直接的、間接的に工夫した研修が行わ
れていること、またあらゆる機会を職員の勉強の
機会ととらえて学ぼうとしていることを感じとる
ことができた。そして、よりよい保育のためには、
一人一人の保育者の職場外研修、職場内研修、そ
して保育実践に対する意欲が必須であるが、保育
者をいかに動機づけるかという園長、主任の力量
によるところも大きいことを感じた。
⑶　拙稿　保育所保育指針の改定と保育士の園内
研修へのとりくみについて　2008　名古屋柳城
短期大学研究紀要⑷

　保育所は質の高い保育を展開するため、絶えず、
一人一人の職員についての資質向上および職員全
体の専門性の向上を図るよう努めなければならな
いことから、2008（平成20）年の改定保育所保育
指針においては「第7章　職員の資質向上」とい
う独立した章が設けられ、研修の意義が強調され、
施設長の責務や職員研修の義務化が明記されるこ
ととなった。上記⑵のヒアリングは園長に対して
行い、そこから考察したが、園長を始め一般の保
育士たちは、保育者自身の資質向上、保育所の専
門性を高めるための研修をどのようにとらえてい
るのであろうか。研修、特に園内研修についての
認識やとりくみの実際を把握するため、69名の保
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育者に対してアンケート調査を行った。
　調査の対象になった保育者たちは、園内研修を
自己研鑽と全職員の共通理解のための貴重な時間
ととらえ、事例検討、意見交換、園内公開保育な
どの方法で、平均月2回、1回あたり約120分ずつ
の園内研修を行っていることがわかった。
　研修形態についての回答内訳は69名中、事例検
討46、クラスの様子や実践についての討議・意見
交換18、園内公開保育15、講義11、グループ討議
10で、他に年間計画、ビデオ研修などもあげられ
ていた。かなりの数の保育者が園内公開保育と回
答しており、園内でお互いを刺激しあって学び合
い、育ち合い、園全体の保育の質を高めようとす
る試みがなされていることがわかった。

　しかしながら自由記述からは、現実には、保育
所にさまざまなニーズが期待される中で非常勤、
パート職員が増え、ますます時間確保が難しく
なっていて、研修の意義を認めながら時間的な問
題が壁として立ちはだかっていることを感じてい
ることも読み取れた。
　また、研修テーマ、研修へのかかわり方、研修
に対する考え方は経験年数を経るにつれてより現
実的なものへと変化することも示唆された。

Ⅲ　職場内研修としての公開保育
　Ⅱ⑶で述べた調査から、多くの保育所において
は、効果的な園内研修の 1つの形態として、園内
で刺激し合って育ち合い、園全体の保育の質を高
めようとする園内公開保育に取り組んでいること
がわかった。
　公開保育について保育用語辞典（2008）⑸では
「園が保育を公開し、自分たちの保育を地域の人々

に伝えるとともに、それを参観した人たちが集
まって討議の場を設け、その日気になった点など
をもとに話し合うことで、それぞれの保育の視野
を広げ、それが地域全体の保育の質の向上につな
がることをめざす取り組みのこと。公開する側は、
さまざまな人たちから意見が出されることで、日
常自分たちはあたりまえだと思っていたその園独
自の考え方に気付いたり、いままで気付かなかっ
た新しい視点や考え方を知ることができる。公開
保育を実りあるものにするためには、公開される
保育がその日のために特別に用意されたものでは
なく、その園の普段のありのままの生活であるこ
とが大切である。」と述べられている。
　Ⅱ⑶で引用したような現実の保育場面における
「園内公開保育」においては、上記保育用語辞典
の最初の文章を「保育者が保育を公開し自分の保
育を他職員に伝えるとともに」と読み替えること
により、あるいは市町村全体の保育所で行う場合
は、「自分たちの保育を他園職員に伝えるととも
に」と読み替えることにより、学び合いの場であ
る研修の1つの形態としての公開保育の目的はそ
のまま生かされるものと思われる。

Ⅳ　K市で取り組まれた公開保育
　筆者は2013（平成25）年度K市において、保育士
の研修の 1つとして、各年齢の子どもの発達の特
徴や育ちにつながる保育内容について学び合い、
保育の質の向上を図ることを目的に行われた公開
保育の助言者として参画する機会を得た。
　K市は2005（平成17）年 7月に 3つの市町村が合
併して発足した市で、さらに2009（平成21）年には
新たに 1町が編入し、計13の保育所を抱えること
になった。正規保育士数は約130名である。そこで、
13園の保育者が同じ気持ちで保育に取り組めるよ
うにと、全職員が参加する公開保育に取り組まれ
ることになったのである。
⑴　公開保育の概要
　公開保育の概要は、
・ 0・ 1、 2、 3、 4、 5歳児別に 5回の公開保
育日を設定する。
・各保育士は 5回行われる公開保育のうち、担当
している年齢クラスの公開保育1回に参加する。
・年齢別に開催される公開保育日の約 1か月前

事例検討
46％

意見交換
18％

園内公開保育
15％

グループ討議
10％

ビデオ研修等
2％

講義
11％

図１　園内研修の形態
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に、当該年齢クラス担当保育者は全員、公開保
育前会議に参加する。
・年齢別会議に先立ち、当該年齢を担当している
保育士は「子どもの姿や育ってほしいこと、ね
らい、活動、回数（期間）」を記入し、他園の
当該年齢担当保育者にも配付する。
・当該年齢を担当している保育士は、他保育士が
提出した上記用紙に目を通して会議に出席する。
・約 1時間半の公開保育前年齢別会議において、
各自受け持っている子どもたちの現在の姿につ
いて共通理解した上で、子どもたちにどんな育
ちをしてほしいかを話し合い、公開保育で取り
上げる活動、活動のねらい、公開保育までの取
り組み期間、回数等について決定する。
・全員が会議で決定した遊び（活動）について日
案を立て、それぞれが約 1か月の間その遊びに
取り組む。
・公開保育当日、実践園の保育を参観し、その後
グループに分かれて話し合い、講師の助言を受
ける。
・公開保育後、用紙「公開保育に参加して」を提
出する。
・その後公開保育当日の学びを活かし、各自再度
活動に取り組み、年度末に報告書を提出する。
である。
　以上の手順を図 2に示す。

⑵　公開保育前年齢別会議
　公開保育前年齢別会議の 1例としての 3歳児公
開保育前会議の記録⑹は以下のとおりであった。

◎現在の子どもの姿
・子ども同士でかかわる姿は出てきているが、
自己主張が強くトラブルになることがある。
　（気持ちが抑えられない、言葉より手が出る、
玩具の取り合いなど）
・友達を意識し始めた。友達といることが楽し
いと思えるようになってきている。
・運動会を経験し、体を動かすことを楽しんで
いる。みんなでやることを少しずつ楽しめる
ようになってきている。
・平行遊びを楽しんでいる。気の合う友達と好
きな遊びを楽しむ姿も見られるが、自分の遊
びに夢中になっていることが多い。
・集団遊びはまだ行っていない。これから行っ
ていく段階である。

◎子ども達をどう育てていきたいか、子どもに
どんな育ちをしてほしいか
・保育士や友達と一緒に遊ぶことを楽しんでほ
しい。楽しさを味わってほしい。遊びを楽し
んでほしい。
・簡単なルールや約束事を知ってほしい。（ルー
ルがあるから楽しいということに気付けたら
……）
・トラブルを経験し、友達の思いにも少しずつ
気付いていってほしい。友達に自分の思いも
伝えられるようになってほしい。
・友達との関わりを広げていってほしい。関わ
り方を学んでほしい。
・保育士の援助のもと自分と友達の思いの違い
に気付いていけたらと思う。
・クラスみんなで遊ぶ楽しさを感じてほしい。
・繰り返し行っていくことで、ルールを少しず
つ理解し、友達と遊ぶことが楽しいと思って
ほしい。

◎ねらい
・簡単なルールをいれるかどうかについて
→年間指導計画の 3歳の発達過程にも載って図２　　公開保育の流れ

年齢別会議

（公開保育園）

↓

↓

↓

↓

↓

↓

（参観者）

↓

↓

↓

↓

↓

↓

実践

振り返り

実践

１年間のまとめ

公開保育
公開保育 保育参観
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いるので、載せていくことにする
・「ルールを知る（知りながら）」、「ルールを守
ろうとしながら」、「ルールを守りながら」の
どの言葉にしていくか
→各園、各クラス様々な様子であるので、今
回は「知りながら」にしていく。

・保育士や友達と一緒に…「遊ぶ」のか、「遊
ぶことを楽しむ」のか、「遊びを楽しむ」のか
→「遊ぶことを楽しむ」に決定する。

　「簡単なルールを知りながら、保育士や友達
と一緒に遊ぶことを楽しむ」に決定

◎活動（子どもの姿、育ち、ねらいを考えた上
で決めていく）
・言葉のやりとり、掛け合いのあるもの、ごっ
こ遊びがいいのではないか。

　「おおかみとこやぎ」に決定
◎取り組み期間
・10月21日（月）〜11月 8 日（金）の間に 3回以上
行う。
・ 1日の中で何回行なっても 1回とカウントす
る。
・CDを使用してもアカペラでもどちらでもよい。

⑶　公開保育当日の公開保育参観と話し合い
　公開保育当日、実践園では前もって作成した日
案に従って保育を行う。参加者は実践園に出向き、
導入時間から見学し、「あなたが見つけたよいと
ころ探し・気づき」と書かれた公開保育参加者メ
モ用紙にメモをとりながら、約30分間の活動を参
観する。
　保育参観後、一同ホールに集合し、まず実践者
が、実践者自身がこれまでどのように取り組んで
きたか、どのような思いで公開保育に臨んだか、
ねらいを達成するために工夫したところ、当日の
評価反省等を述べる。その後数名ずつのグループ
に分かれて、公開保育前会議で話し合った内容や
各自が実践した時の反省を踏まえて、公開保育を
みて良かった点、参考になった点、自分もやって
みようと思った点等について話し合うのである

が、話し合いに先立ち司会者が「公開保育はいい
ところ探しである。」ことを述べる。話し合いの
ポイントは、公開保育の活動のねらいは発達過程
にあっていたか、 この遊びはねらいを達成するの
に適切だったか、 子どもの育ちにつながる援助、
働きかけは適切であったか、及び、各自各園で日
案を立てて実践して迷ったところ、実践してみて
疑問に思ったところ、困ったところ等である。保
育者たちは、見学して参考になったことや気付い
たことなどを伝えあった。
　どのグループも経験年数を重ねた保育士のリー
ダーシップのもと話し合いは進められ、新任者も
積極的に話し合いに参加することができていた。
　話し合いの後、各グループ毎に話し合った内容
を発表し、出席者全員が話し合いの内容を共有し、
その後筆者が講評を行った。
⑷　公開保育後
　公開保育後、公開保育に参加した当該年齢クラ
ス担当保育士は用紙「公開保育に参加して」に各
自の学びを記入し提出する。
　年齢ごとの代表的な記述は以下のとおりであっ
た。

◎ 5歳児
・ねらいを意識して保育することができた。今
までねらいを立てていたが実際の保育とばら
ばらになっていたことに気付いた。
・ねらいを達成する方法は 1つではなくいろい
ろ工夫することが大切であることに気付いた。
・同じ遊びでも保育士の取り組み方によって変
わってくるので、保育士の姿勢、育てたいこ
とをはっきりと持つことが大切だと思った。

◎ 4歳児
・今まで自分自身の中で当たり前に進めてし
まっていた場面を改めて見直す機会となった。
その中で、子どもの姿を見逃していたことに
気付き、保育士として、常に「これで良いのか」
「もっと工夫できることはないか」と自問自答
することの大切さ、また子どもの姿をとらえ
「どんな育ちをしてほしいのか」という視点で
遊びを選び実際に取り組むことで、遊びを通
しての子どもの育ちが生活の場でもみられる
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ことを実感した。
・いつも何気なくしている援助の方法だが、と
ても重要だということを改めて明確にできた
ことが一番の学びとなった。

◎3歳児
・子やぎ役の子には「よく逃げれたね」、おおか
み役の子には「捕まえることができたね」と、
子どもの思いを受け止めることばがけの大切
さに気付くことができた。
・保育士もいっしょに楽しむ、ダダをこねてい
る子にも寄り添い対応し、子どもと同じ目線
で、同じ気持ちになることの大切さを学んだ。
・簡単なルールの中にも自分と違いがあり、自
分とは違う保育の展開をみることができ、参
考になった。また子どもの姿に合わせてルー
ルを変えていくとより楽しめることを学んだ。

◎2歳児
・保育士が楽しむことで子ども達が楽しさを感
じ、遊びが発展していくことを学んだ。
・色々な先生方の意見を聞いたことや、自分な
りに保育を実施するにあたり普段よりじっく
り考えて取り組み、反省をしたという経験が
勉強になった。
・遊びの導入の仕方によって遊びへの関心の向
き方が違うことに改めて気付かされた。
・同じ遊びでも子どもの姿、環境構成、保育士
の進め方によって展開が何通りにも広がって
いき、いろいろな保育があって勉強になった。

◎0・ 1歳児
・参観者がニコニコしながら温かい雰囲気で観
ていてくれたことがよかった。
・いままで保育士から「〜するよ」と遊びを始
めていたが、自然に子どもから遊びが始まる
方法を学んだ。子どものやりたいという気持
ちを大切にして、一人一人の気持ちを受け止
めて保育していくことの大切さに気付いた。
・公開保育で同年齢の担任が話し合うことで、
共通の思いがあること、その年齢の保育のた
いせつなことに気付くことができた。

　以上のように、どの年齢グループでも「自分の
保育の振り返りができた」との記述が多く、保育
士たちが様々なことに気付いたことがわかる。
　上記以外の記述も含め、気付いたことの傾向を
図 3に表してみる。

　　　　
　いずれの年齢においても援助への気付き、自身
の保育への気付きが多いが、 5歳児では、保育所
最後の年長クラスのため小学校入学を意識しての
ことであろうか、発達への気付きが多いのが特徴
的であるといえる。
⑸　公開保育後
　公開保育に参加した当該年齢クラス担当保育士
は、その後も公開保育当日の学びを基に再度活動
に取り組む。保育者たちは年度末にも報告書を提
出するが、その中には、公開保育後工夫した取り
組み、新たに観察された子どもたちの姿等の記述
が見られ、各保育者はそれぞれ創意工夫し、子ど
もたち自身のみならず保育者も成長していること
がうかがえた。

Ⅴ　K市公開保育の意義
　Ⅳで述べたとおり、本公開保育は、市町村合併
で発足した市において、全保育所職員が同じ気持
ちで保育に取り組むためにという行政側からの指
導の下スタートした公開保育であったかもしれな
いが、総じて、研修担当の園長達の創意工夫によ
り効果的な研修になったと考えられる。いくつか
の側面から考えてみよう。

図３　公開保育に参加して気付いた事柄の内容　

全体

0・1歳児
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⑴　全員参加で進められたこと
　筆者はこれまで実践研究グループに関わる機会
を何度か経験したが、ある市では保育研究大会の
発表のために一部の保育者が集まり、課題を追求
した。ある時は課題追求のために、立てられたテー
マについて全保育士のエピソード記録を集め、保
育者の代表がそこから解題した。それに対し、本
事例ではすべての保育士が終始関わる形で進めら
れたところに特徴があると考えられる。
　保育の質の向上は全保育士に関わる問題であ
る。我々が行う行動の一般的傾向として、関与の
度合いが高いほどに動機づけも高まるはずであ
り、全保育士が参加する研修は研鑽の目的に適っ
た方法であると思われる。もちろん一部の保育者
で進めることが劣るわけではない。課題や目的に
よっては少人数の方がよい場合もあるだろう。
　市全体の共通認識を育てたいという目的のため
には、保育者全員が関わり、話し合いの中で共通
理解を形成するという、このような全員参加の研
修が有効であると考えられる。
⑵　公開保育参観者は「いいところ探し」に努め
たこと
　公開保育が上手く運ばなかった例として、ある
自治体の例が「公開保育を受けることが決まった
時から、園内が重苦しい緊張感に包まれて…公開
保育の終始や取り決めがあいまいだったために、
受ける園は、 1月以上前から準備し、緊張感とと
もに資料作りに多大な労力を払い、その一方で、
当日の検討会で見学者から批判的な意見が飛び出
すと、それがマトを得た指摘であっても、感情的
に不快感や徒労感を感じてしまう実態があった。
見学する側にも保育よりも保育教材や壁面のアイ
デアをいただければ良いといった考え方も少なか
らずあり、公開保育は、その成果よりもマイナス
の面の方が大きいと実感されて自然消滅した経緯
がある。その後社会状況の変化に伴って改編され
たが。」と紹介されている⑺。
　かつての日本には謙譲が美徳とされる文化が
あったためであろうか、実践者は控えめに、上手
く運んだ点よりは上手くいかなかった点について
述べ、参観者もプラス面よりマイナス面を探す傾
向が強かったのかもしれない。しかし、子どもの
動きや保育者のかかわり方に対してはさまざまな

とらえ方があるはずであり、それぞれが対等の立
場で話し合い、同僚と保育の見方に違いがあるこ
とを発見し、保育のとらえなおしをし、それが自分
の保育を見直すきっかけになるのではないだろう
か。
　本事例のように、実施にあたって実践園保育者
たちにできる限り負担を感じさせないようにし、
対等の立場で話し合いを成立させることが保育の
見直し、発見のための基本であり、公開保育後の
話し合いに先立ち司会者がいいところ探しを強調
していることは公開保育を実りあるものにするた
めに有効であったと考えられる。
　また、話し合いは 5〜 6名のグループで行われ
るようにセッティングされたが、いずれのグルー
プでも保育者たちの対等な話し合いが進められて
おり、それぞれの経験をもとにした学び合いの場
になっていることが感じられた。
⑶　同僚性が活かされていること
　最近、保育者の同僚性という言葉がよく聞かれ
る⑻。
　保育所保育指針　第 7章　職員の資質向上　 3
職員の研修等⑵には「職員一人一人が課題を持っ
て主体的に学ぶとともに、他の職員や地域の関係
機関など、様々な人や場との関わりの中で共に学
び合う環境を醸成していくことにより、保育所の
活性化を図っていくことがもとめられる。」と謳
われ⑼、幼稚園教育要領解説書でも、指導の反省
や評価を適切に行うために、「他の教師などに保
育や記録を見てもらい、それに基づいて話し合う
こと」「互いの指導事例を持ち寄り、話し合うな
どの園内研修の充実を図ること」が必要であると
述べられ、同僚性に基づいた保育の省察が保育者
の力量を高め、園全体の保育の質の向上に有効で
あることが示唆されている⑽。
　このように、同僚性が互いの実践を支え合うに
は、信頼関係の中で、対等に話ができ、子どもに
とって何が一番大事かを皆で考えられる組織に
なっていることが必要であろう。
　具体的な場面に基づいて同僚同士が学び合い、
対話が生まれ、保育者は、いろいろな気付きを得
たり、保育を見るまなざしが変化したりするはず
である。
　本公開保育の試みでは、まさに、各園で実践を
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している公開保育参加者全員が具体的な場面を参
観した後話し合い、学び合える要件が整っている
わけである。
　個人で知識や技能を蓄えることもたいせつであ
るが、同僚同士がティームで学び合うことは、そ
れ以上に保育者の資質向上を導くはずである。
⑷　日々の実践の中でPDCAサイクルが成立して
いること
　保育所保育指針　第 4章　保育の計画及び評価
2　保育の内容等の自己評価　⑴　保育士等の自
己評価　ア）において、「保育士等は、保育の計
画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り
返り、自己評価することを通して、その専門性の
向上や保育実践の改善に努めなければならない。」
と述べられている⑾ように、保育者は保育の質の
向上を目指し、常に自らの保育を振り返ることが
求められている。自己評価に関しては冊子「保育
所における自己評価ガイドライン」⑿が刊行され、
自己評価が保育の計画（Plan）―実践（Do）―
評価（Check）―改善（Action）からなる循環の
中で行われるとし、その具体的なプロセスが示さ
れ、個々の保育者の振り返りと可視化を図り、そ
れを組織で共有し、さらに全員で改善する姿勢を
形成することが大切であると述べられている。
　本事例の場合、図 2からも明らかなように、公
開保育時の活動は決定するが、細部は各保育士に
任されるわけで、各自繰り返し取り組む活動の
中でPDCAサイクルが成立することになる。さら
に公開保育後も取り組みは続けられ、そこでも
PDCAサイクルは成立するのである。
　Ⅱ⑴で、職場内研修を実施していく上でPDCA
サイクルをつくること、日々の実践にいかすこと
が提案されているが、本事例では日常に活かしな
がらPDCAサイクルが成立していることになる。
⑸　新人教育に役立っていたこと
　昨今何処の自治体においても保育者の年齢構成
のバランスが崩れ、経験年数の少ない保育者が増
加しているのが現状であり、経験年数の少ない保
育者や新人保育者をどのように育てるかが大きな
課題となっている⒀。
　ところが一方では、意欲的な新人保育者は「新
人のある時期に保育士として悩んだことは、自分
の考えを聞き入れてもらえないことである。新人

なりの考えがあることを知ってもらいたい。……
経験のある保育者に比べ未熟な点も多いが、新人
ゆえの考えを理解し意見の違いを認め合いなが
ら、一緒に保育を作り上げることができる環境が
必要であると考える。」「新人保育者として仕事を
する上で、自分を出せずに仕事をしていたことに
悩んでいた。」と述べ⒁、新人保育者が委縮せず
に仕事ができる雰囲気作り、保育者としての考え
を受け止めた上での温かなアドバイスを求めてい
た。経験が浅いからといって新人の意見を無視す
るのでなく、対等の立場で話しを聞いてほしいと
いうことであろうか。
　新人故の未熟さはあるかもしれないが、逆にフ
レッシュな発想があるかもしれない。それらも汲
み取ることにより、新人を教育することにもなる
だろうし、創造的な保育が可能になるはずである。
　本事例は経験者も新人も分け隔てなく同じテー
マで保育実践をし、話し合いが行われている。自
然な形で新人教育に役立っているのではないだろ
うか。
　以上⑴〜⑸で考察したことから本公開保育事例
は保育者の研修として意義あるものと考えた。

Ⅵ　おわりに
　「はじめに」でも述べたように、今日、子ども
を取り巻く状況の変化に伴い、以前に比して保育
所に求められる役割が拡大し、保育者への期待は
ますます増大している状況にあり、保育の質の向
上、保育者の資質向上は喫緊の課題となっている。
　このような状況に対して、秋田（2009）が「園
内研修は、それぞれの園が抱える課題をテーマに
できることが、園外研修にはない大きなメリット
です。さらに、保育者の間で意識の共有が進み、
みなが1つの方向を向いて、園内に一体感が生ま
れるのも素晴らしい効果と言えるでしょう。」と
述べ⒂、大豆生田（2009）も「園内研修のメリッ
トは、保育者が自園の課題を見つけ、共に学び合
いながら解決する方法を考えられることです。」
と述べている⒃ように、本稿で紹介したような園
内研修は保育者全員がかかわり、話し合いの中で
共通理解を得ることにより各保育者の資質を高
め、結果として各保育所の保育の質を高めるため
に有効な方法であると考えられる。



名古屋柳城短期大学研究紀要	 第 36 号（2014年度）

− 17 −

　ところで、これまで多くの保育者養成校では、
2年乃至 4年間の養成課程において、保育者とし
て必要な専門的知識、卒業後の保育現場で必要と
なるであろう保育技能を教授してきた。ところが、
学生たちにとって保育実習のみで、将来の自己の
保育者としての具体的なイメージを持つことは容
易なことではなさそうである。また卒業後、保育
の現場で困難を感じることの原因は、保護者対
応を始め、様々な状況に対応する能力の不足で
ある⒄。しかし、これら様々な状況に対応できる
能力は就職後保育経験を積む中で培われる能力と
も考えられよう。
　さらに一方では、保育者も経験を重ね、自己研
鑽のみでなく、園内研修、園外研修を通じて成長
する存在である⒅ことを思い起こすことが必要で
あろう。
　金子が「保育者への期待が増大する中で、専門
職として、現職保育者の資質や能力の向上が重視
されている。養成校教員が養成校内だけでなく、
保育現場に出向いて巡回相談を行ったり、保育の
研究指導をしたり、研修会の講師を勤めたりする
ことも多くなった。このように、学生対象の保育
者養成だけでなく、就任後も現職保育者を保育現
場でいかに育てていくかが、養成校教員にとって
も重要な課題となっている。」と述べている⒆よ
うに、今後は、養成校教員と経験を積んだ保育者
との協力の下、保育者を育てることが必要になる
のではないだろうか。
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研究紀要　第34号　pp65-76
⒁　齊藤崇　2013　新人保育者を保育現場で育て
るための課題とは　日本保育学会第66回大会発
表要旨集　pp143
⒂　秋田喜代美　2009　振り返り、課題をみつけ、
改善を図るサイクルを　これからの幼児教育を
考える　pp1-5　ベネッセ次世代育成研究所　
⒃　大豆生田啓友　2009　ポイントを押さえて研
修をより効果的に　これからの幼児教育を考え
る　pp6-9　ベネッセ次世代育成研究所　
⒄　前掲書⒀
⒅　秋田喜代美　2000　保育者のライフステージ
と危機　発達84  pp48-52　ミネルヴァ書房
⒆　金子智栄子　2013　保育者の力量形成に関す
る実践的研究　風間書房
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Narita, Tomoko*

　2008（平成20）年の幼稚園教育要領、保育所保育指針の改定以降も、子どもを取り巻
く環境は相変わらず厳しさを増し、保育所の役割は増大し、保育者への期待はますま
す強まっている。このような状況の中で、子どもの最善の利益のための保育の質の向
上が求められ、保育者たちは質の向上に資する保育者研修を模索しながら行っている。
まず筆者自身がこれまでに関わった研修についての研究を跡付け、2013年度助言者と
して参画したＫ市の公開保育を紹介した。Ｋ市の公開保育の方法について、保育者全
員参加で進められた点、保育の「いいところ探し」に努めた点、同僚性が活かされて
いた点、日々の実践でPDCAサイクルが成立していた点、新人教育にも役立つもので
あった点から考察し、保育者の資質向上を目指す研修の形態として有効であると結論
付けた。さらに、養成校教員が保育現場に関わることの意義を考察し、保育者も成長
する存在であることから、養成校教員と経験を積んだ保育者が協力し、保育者を育て
ることが今後の課題であることを提言した。

キーワード：保育者研修，公開保育，資質向上，保育者の成長


